短編小説の可能性—ガルシア＝マルケスの作品を中心に by 野谷 文昭
はじめに　
ただ今ご紹介いただいた野谷です。先ごろ名古屋外国語大学出版会か
ら出た
『悪魔に
も
らった眼鏡』
に亀山先生と共に編訳者と
し
て関わ
り
ま
し
た。刊行目前の三月に定年退職を迎えたのですが、本日は出版会
・
ワー
ルドリベラルアーツセンター設立五周年記念イベントということで招かれ、久しぶりに東京から出向いてきました。この本は欧米を中心とする
地域の短編小説のアンソロジーで、私の訳したスペインの短編もひとつ収録されていますが、この基調講演 は、私が学生時代から関わってきた、
す
な
わ
ち
欧
米
の
周
縁
地
域
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
学
を
取
り
上
げ、
特に一九六〇年代の世界的ブームを支えたひとりで、一九八二年にノーベル文学賞を受賞した、コロンビ 出身の作家ガブリエル
・
ガルシア＝
マ
ル
ケ
ス
の作品を中心に、
「短編小説の可能性」
と
い
う
テーマ
で
お話し
し
たいと思います。　
ラテンアメリカというと彼の代表作『百年の孤独』のような、長大で
重厚な長編
小説ばかりが書かれていると思われがちですが、実はアルゼ
ンチンのホルヘ
・
ルイス
・
ボルヘスのように、短編小説に特化した創作
を行う世界的作家も少なくありません。ボルヘスが典型的ですが、それは短編が短いながらも宇宙の秘密を表現できるということ あるからです。
た
だ
し、
宇宙と言って
も
テ
ク
ノ
ロ
ジーの発達と
は
さ
し
て関係の
な
い、
人間と
い
う小宇宙の謎を扱う
も
の
が多い
の
で
す
が。
興味の
あ
る方は、
『伝
奇集』という 集を読んでみてくださ 。世界一短い短編小説　
さて、ここで引用したいのは、たった一行からなる小説です。え、こ
れって小説なのかと思う人も少なくないでしょう。作者はグアテマラ出身のアウグスト
・
モンテローソで、ボルヘスと同じく短編作家です。政
５周年記念シンポジウム短編小説の可能性—
 ガルシア
＝
マルケスの作品を中心に
野谷
 文昭
　
講
　
演
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変で国を追われ、最後は亡命先のメキシコで亡くなっています。私はメキシコにいるとき、あるパーティで彼を紹介されましたが、この国に安住したのか恰幅の良い好々爺になっていました。　
引用し
た小説の
タ
イ
ト
ル
は、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ、
「恐竜」
で
す。
わ
ず
か一
行な
の
に素材が
「恐竜」
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が、
早く
も
ユーモ
ア
を誘い、
同時に ぜという違和感をもたらすのでは いでしょうか？
　
タイトル
から様々なことを連想した読者は、なんだか騙された気がするかもしれません。実はこ に作者の狙いがあるのです。彼 は『全集
　
その他の
物語』という短編もあります。書誌にこのタイトルを見つけたとき、一瞬本 の全集と取られかねません つまりメタレベルの人を食っ タイトルであり、ここにもウイットが感じられ す。　
今、
問
題
に
し
て
い
る
モ
ン
テ
ロ
ー
ソ
で
す
が、
こ
の
人
は
短
編（
cuento ）
そ
れもごく短い作品しか書 ていません。ラテンアメリカには、ショー
ト
ショートやサドンフィクションと うジャンルはあり せん。しかもモン
テ
ローソ
の作品は、
今述べ
た
よ
う
に
ウ
イット
や風刺に富ん
で
い
ま
す
が、
いわゆるエンタ
ーテイメントで
はなく、れっきと
した純文学（
literatura 
seria ）
とみなされています。
次に引用するのが
「恐竜」
の全文です。
い
くつか既訳がありますが、私の訳を使い す。　　
C
uando despertó, el dinosaurio todavía estaba allí
　　
彼が目を覚ますと恐竜はまだそこにいた。
　　 　　　　　　　　　
A
ugusto M
onterroso, el dinosaurio, 1959
　　 　
アウグスト
・
モンテソーロ「恐竜」
　
なんだか呆気にとられますね。この講演の準備のためにちょっと調べ
て
み
た
の
で
す
が、
残
念
な
が
ら「
世
界
で
一
番
短
い
小
説
」
と
い
う
ギ
ネ
ス
記
録
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た。
米
国
の
Ｓ
Ｆ
作
家
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
「ノック」が最短、という説もあります。
「地球最後の男の部屋にノック
の音がした。
」というもので、ショートショートとみなされていますが、
訳語で数え
る
と十八文字に
な
り
ま
す。
一方、
「恐竜」
も十八文字で
す。
た
だ、
こ
ち
ら
は、
「世界で一番短い小説」
と
し
て
だ
け
で
な
く、
文学的価値を
世界の作家たちに認知されているのです。　
そ
の
ひ
と
り、
イ
タ
リ
ア
の
小
説
家
で
評
論
家
の
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は、
ハーバード大学で行うはずだった講義の遺稿を本にした『カルヴィーノの文学講義
 ―
 新た
な千年紀の
た
め
の六つ
の
メ
モ』
の中で、
こ
の作品を
世界一の短編小説であるとして引用しています。　
ま
た、
ペ
ルー出身の
ノーベ
ル賞作家マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス＝リョサ
は、
『若
い
小
説
家
に
宛
て
た
手
紙
』
と
い
う
評
論
の
中
で、
こ
の
短
編
小
説
を
取
り
上
げ、
いろ ろな形で分析して見せます。例えば〈時間〉との関連で、スペイン語文法でいうところ 「点過去」
、「線過去」
、「現在完了」と、時制を
変えていくとどのようになるか、といった具合です。またこう述べてもいます。　　
 　
完璧なお話だと思いませんか？
　
簡潔で奇抜、鮮やかでしかも暗
示に富み、すっきりした出来上がりになっているので、大変強い説得力が備わっています。小さな宝石のよう 話は実に豊かで、多様な読み取りが可能です（……）
。
　
こ
の
作
家
の
短
編
と
言
え
ば
最
初
期
に
書
い
た『
ボ
ス
た
ち
』
一
冊
し
か
な
く、
それこそ大長編を数多く生んで るにもかかわらず、たった 行の短編について長々と論じているところがユーモラスですが、いくつかの大学で
の講義の経験も
あ
る彼は、
大真面目に語って
い
ま
す。
彼が言う
よ
う
に、
多様な読み取りが可能なのです。少なくとも背景に何 ありそうだ いう気がしませんか？　
それが暗示 力です。原文のスペイン語だと三人称単数になっていま
す
か
ら、
目
を
覚
ま
し
た
の
は「
私
」
で
は
な
い。
ス
ペ
イ
ン
語
で
は「
あ
な
た
」
とも取れますが、
「彼」
または「彼女」が、
「目を覚ます」と「恐竜がま
だそこにいた」と、語り手が語っていることになります。
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ところで、ラテンアメリカ文学には「恐竜」というタイトルを持つ先
行作品があります。作者は短編の名手とされたウルグアイ出身のオラシオ
・
キロガで、物語を要約するとこうなります。
　
ブ
ラ
ジ
ル
と
パ
ラ
グ
ア
イ
の
国
境
を
流
れ
る
パ
ラ
ナ
河
の
上
流
で、
語
り
手
の
〈
私
〉
は
風
変
わ
り
な
男
か
ら、
中
生
代
の
世
界
で
恐
竜
と
出
会
い
し
ば
ら
く
共
に
暮らしたが、しまいに大きな石をぶつけて殺してしまい、屍体は河に飲み込まれてしまったと う話を聞かされる。それこそ夢のような話ですが、
〈私〉はそれを事実として理解するのです。
　
モンテローソがこの短編を読んでいた可能性は大いにあります。だと
すると、彼の作品はキロガの短編を踏まえていることになるので、例の一
行
は
本
歌
取
り
の
よ
う
な
性
格
を
帯
び
て
き
ま
す。
た
だ、
キ
ロ
ガ
の
短
編
は、
収録されている版によっては「夢」と改題されているものもあるようです。それはそれで興味深い。というのも、作者自身が主人公 語った話を夢とみな
していることになるからです。でも夢落ちでは、ああそうか
で終わってしまって、奇異感が残り せん。　
さて、問題の一行に戻って、ここからどういうイメージが持てるか考
えてみましょう。映画の『ジュラシック
・
パーク』を思い浮かべた人が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
あ
る
い
は
恐
竜
が
い
る
時
代
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
っ
て、
そこで恐竜に出会ってしまった人間 という風にも取 ます。どちらもＳ
Ｆ
に
な
り
ま
す
ね。
そ
れ
か
ら、
今
述
べ
た
よ
う
な
夢
と
い
う
解
釈、
あ
る
い
は
夢から目覚めたら実際に恐竜がいて、実 現実だったと うのもありす。さらにこれは夢だったのだが、主人公は実際には目覚めずもう一回夢を見た、つまり夢の中の夢とい た解釈も可能で 。　
し
か
し
キ
ロ
ガ
は
Ｓ
Ｆ
で
は
な
く、
幻
想
的
な
物
語
と
し
て
そ
れ
を
書
い
て
い
ま
す。組み合わせはいくらでもできそうです。モンテローソの「恐竜」の場合は、語り手が誰かもわかりませんからさらに複雑に りま 単純であることが複雑
な想像を誘い、物語を豊かにするということです。受
け手の読者が積極的であればあるほど、物語は膨らんで行くのです。　
ではここで、少し読み方を変えてみましょう。テキストでは隠れてい
る（可能性のある）政治的な意味合いを、この一行から読み取ろうとするとどうなるでしょうか。　
そうすると、背後に強大な圧力、例えば軍事政権や独裁政権が君臨し
ている状況が暗示されてい 気がしてくるかもしれません。夢だとすれば、悪夢を生む原因です。恐竜は圧 の暗喩かもしれない。ラテンアメリカなら大いにありうる状況 す。でも不幸なことに、今は世界中に存在する状況でもあります。ですから読みようによっては、幻想ではなく今
日
的
な
話
に
な
っ
て
く
る
の
で
す。
抑
圧
的
な
政
権
が
倒
れ
た
と
思
っ
て
い
た
ら、まだ健在で、そこにあったというわけです。実は、モンテローソ母国の軍事政権に反対して身 危険が迫り、隣国のメキシコに亡命しています。ですから、彼はこの短
編で出身国の政権を恐竜に喩えて批判を
行なっている と解釈 こともできます。　
一
方、
亡
命
先
の
メ
キ
シ
コ
で
は、
七
十
年
間
に
わ
た
り
Ｐ
Ｒ
Ｉ
（
制
度
的
革
命
党）政権が続いていたのですが、名前によらず保守化したこの長期政権が選挙ではなかなか倒れず、独裁化していきます。そのイメージがまるで恐竜のようだとも言えるの 。目覚めたら、 だ独裁政権が続いいたというわけです。したがって グアテマラか メキシコに来てみたらここにも恐竜がいた、という意味合いがあるかもしれ せん。　
短い作品ですが、このように様々な寓話性を帯びてくるので、読者一
人ひ
と
り
が
こ
こ
か
ら感じ取る印象も変わ
る
は
ず
で
す。
短編で
あ
る
こ
と
で、
余計な説明をせず無駄な形容詞もないこと 、暗示の力、読みの喚起力を
生
む
か
ら
で
す。
こ
こ
が、
論
理
的
説
明
や
解
説
が
付
加
さ
れ
る
長
編
小
説
と、
大きく異なるところです。ガルシア＝マルケスの短編　
こ
の
あ
た
り
で本題に入り
ま
しょう。
ま
ず、
ス
ク
リーン
に映って
い
る
の
は
ガルシア＝マルケスの写真です。壮年期ですがかっこ いですね。若い
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頃はもっと痩せていて、アラブ系に間違えられたそうです。アルジェリアでフランスからの独立運動が盛んだった頃、彼は一時期パリで貧乏暮らしをしていて、警官にアルジェリア人に間違えられ、危ない目に遭ったというエピソードもあります。ここから、ガルシア＝マルケスの作品について話を進めていきたいと思 ます。　
長編小説というのは、極端にいうと何でも入れることができる袋、あ
るいは箱のようなもの 、延々と続けることが可能だと言われます。日本の代表的作家である中上健次がボルヘスと対談を行なったときに、長編が夾雑物を入れられることを肯定的に捉えた ころ ボルヘスは夾雑物はいらないと言って反論しました。タイプの違う作家同士のやり合いが面白い対談です。　
日本では中里介山作の未完の小説『大菩薩峠』は、それこそ延々と続
く長編の例としてよく引き合い 出され すが、大衆小説とみなされているし、ボルヘスからすれば無駄だらけの
んでもない作品ということ
になるで ょう。ラテンアメリカの文学 はそのような大長編 あるいは一族の歴史を何巻にもわたって語 「サーガ」的 作品は ガルシア＝マルケス 〈マコンド物〉を別とすれば、ほとんど見当たりません。　
ガルシア＝マルケスの作品には、バルザックの小説に見られる人物再
出法に似た手法が使われ、例えば、登場人物が共通していたり場所がどこかで通底していたりして、作品同士が関わりを持っています。フォーク
ナ
ー
の
作
品
に
も
こ
う
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
ね。
そ
れ
を「
間
テ
ク
ス
ト
性
」
といいますが、先に書かれた作品に のちに書かれる作品 登場人物がすでに出ている、などということもあります。　
では、文体はどうでしょうか。彼の習作時代の『青い犬の目』という
短編集は邦訳が出て
い
ま
す
が、
そ
こ
に
は
ヘ
ミ
ン
グ
ウェイ、
フォーク
ナー、
カ
フ
カ
な
ど、
そ
の頃彼が読ん
だ作家の文体が実験的に用い
ら
れ
て
い
ま
す。
したがって、まだ彼らしさや
彼の声がはっきりとは聞こえません。それ
でも、のちの作品に出てくる土着的な要素を、モダニズムの前衛的な文体で書こうとする若者らしい姿勢が見られます。
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刊行順は逆になりますが、この短編集に続くのが『ママ
・
グランデの
葬儀』で、そこに収録されている作品のひとつが、今日資料として配布し
た
U
n día de éstos で
す。
こ
の
ス
ペ
イ
ン
語
の
タ
イ
ト
ル
は、
既
訳
で
は「
最
近のある日」となっていますが、本来の意味は「近いうちに」とか「そのうち」です。私は 夏に出したガルシア＝マルケスの中短編アンソロジーに含め
る
さ
い、
「つ
い
に
そ
の時が来た」
と
い
う
ニュア
ン
ス
を出す
た
め
に、
「
つ
い
に
そ
の
日
が
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
ま
し
た。
非
日
常
性
を
強
調
し
た
かったからです。　
しがない田舎町で診療所を開いている歯医者と、そこを訪れる町長の
二人が、基本的な登場人物です。この町長は軍人でもあります。この診療所を舞台に、丁々発止というほど派手ではありませんが、宿敵同士が手に汗を握る対決をすることになるのです。　「恐竜」にはもちろん及びませんが、短編集『ママ
・
グランデの葬儀』
に収録されているものの中では、これが一番短い作品
です。書き出しは
こうです。　「月曜日の夜明けは生暖かく、雨は降っていなかった。
」
　
実は、ここにガルシア＝マルケスらしさがすでに出ています。と う
の
は、
「曜日」
や
「天気」
と
い
う要素に触れ
て
い
る
か
ら
で
す。
で
す
が、
何
の前提もなくいきなり「雨は降っていなかった」と 否定形になっているのはいささか奇妙だと思いませんか？
　
つまり、その日の朝は曇って
いたということですが、単純にそうは言わない。なぜなら 普通だったら雨が降っていて おかしく いからです。しか 「昼飯前にまた降り出すだろう」と歯医者は考えているのです。ということで この時期が実は十月に始ま 雨季である、と う情報が隠 ことがわかります。雨季の重苦しい雰囲気は、中編「大佐 手紙 来ない」に最も顕著に現れていますが、彼の作品で 否定的な意味を持って ます。冒頭の天気 触 た文で、この短編 トーンが決まるわけ　
ガルシア＝マルケスの前
期、すなわち『百年の孤独』までの作品の舞
台は大きく二つに分けられ、ひとつは彼が生まれたアラカタカをモデル
とする〈マコンド〉という共同体です。もうひとつは、彼の学生時代に家族が移り住んだスクレ 、作中では名前のない〈町〉として登場します。
『百年の孤独』の舞台は〈マコンド〉ですが、
「ついに
その日が」では、単に〈町〉となっています。この〈町〉は共同体のネガティブな性格を備えていて、抑圧的な社会に見られるよ な事件がしばしば生じます。　
次にこの短編の文体に注目すると、ほとんどの作品に短いセンテンス
が用いられている。フォークナーの詩的文体では く、ヘミングウェイ的な電文体、見方によればジャー リスティックな文体で書かれていのが特徴で、一文が短く、余計な要素は省かれ います。現れているのは氷山の一角なのです。あ いは逆に、大部分が隠されていると言い換えることもできるでしょう そこから多く
の謎が発生します。
　
物語自体は「町長が歯医者に知
おやしらず
歯を抜いてもらう」という、ごくあり
ふれた出来事を語っています。ところが ありふれた日常的な物語が事件になってしまう。そし その前に、読者に「何かが起こりそうだ」と思わせるのです。そのために、他 作品にも登場する横暴な町長 存在と、物語の舞台の殺伐とし 雰囲気、その背後にあ 社会的
・
歴史的状
況を暗に語っています。　
ま
た、
も
う一点、
ガ
ル
シ
ア＝マ
ル
ケ
ス
に
よって
よ
く用い
ら
れ
る
〈宿命〉
という要素についても言及し おきましょう。ここに宿命と う補助線を引いてやると、見え方に変化がおきます。　
彼の母方の祖母の
ルーツ
で
あ
る
ガ
リ
シ
ア文化、
さ
ら
に
は隣の
ポ
ル
ト
ガ
ル
文化に根ざしている宿命感は、中編『予告された殺人 記録』で、語り手の母親がファドを口ずさむと う形で暗示され ファドとはポルトガルで生まれた民族歌謡ですが 本来は〈運命〉あ いは〈宿命〉こ
とです。それらを考慮すると、歯医者と町長が出会うことは実は〈宿
命〉であり、二人は対決せざるをえない 見ることもできるのです。　
一九五〇年代から六十年代にかけて、メキシコで西部劇映画が流行っ
て
い
た頃、
彼の一家は
ニューヨーク
を後に
し
て
こ
の国に
た
ど
り着き
ま
す。
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しかし作家としてだけでは食べていけないので、商業広告や映画の脚本を手がけます。彼は当時、映画に大きな可能性を見ていたようです。脚本の中で成功し
た
も
の
の
ひ
と
つ
が
『死の時』
（一九六六）
で、
決闘で父親
を殺された兄弟が復讐を試みるの すが、相手のガンマンは素人相手に戦いたくない。それでも対決せざ をえなくなる。それは〈宿命〉が介在す
る
か
ら
で
す。
『予告さ
れ
た殺人の記録』
で
も、
宿命が
も
た
ら
し
た
と
み
なせる復讐劇が描かれています。あるいは『百年の孤独』も、宿命がマコンド崩壊の歴史を超え 原因と考えられます。　
少し読み進めると、この内省的なこだわりの歯医者は、自分の仕事に
自
信
を
持
っ
て
い
て、
入
れ
歯
を
磨
い
た
り、
道
具
を
き
ち
ん
と
並
べ
た
り
し
て、
大変几帳面です。自意識過剰と言 るかもしれません。また大袈裟 言うと、マッドサイエンティスト的なところもあり、明 かに世間とはずれている人物です。　
一方、町長がやってきたのを伝
えるのは歯医者の息子です。まだ声変
わりしていないらしいので、そのくらいの年頃だと言うことがわかります。
無邪気で周囲の状況を考慮し
な
い。
自分だ
け
の判断で状況を捉え
る。
こういう子供の使い方も ガルシア＝マルケスは得意としています。　『
百
年
の
孤
独
』
に
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す。
家
長
の
ホ
セ
・
ア
ル
カ
ディオ
・
ブエンディーアが家に篭もりきりになり、錬金術に凝っている
のですが、鍋底の焦げつきから金を分離しようと試み、つ に黄色っぽい塊を取り出します。喜んだ彼がそれ 息子に見せると、息子 「犬のくそだろ」と本気で答えるのです。すると父親は腹を立て、息子を力一杯
殴
り
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
す。
父
親
の
ホ
セ
・
ア
ル
カ
デ
ィ
オ
は
夢
想
家
で、
一方子供は無邪気な現
リ
ア
リ
ス
ト
実家として描かれます。
　
一
般
に
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
の
作
品
で
は、
女
性
が
現
実
家
と
し
て
描
か
れ、
家を支え
て
い
る
こ
と
が多い
の
で
す
が、
『つ
い
に
そ
の日 』
に女性は登場し
ません。
知おやしらず
歯で頰が腫れ上がり、髭も剃れないでいる男というのが滑稽
である一方、その顔はグロテスク 怖くもあります。それを歯医者が治療
す
る
と
い
う
単
純
な
話
な
の
で
す
が、
そ
の
表
面
的
見
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず、
重層的な読みを可能にしています。　
さらに深読みをしていきましょう。キーワードは〈暗示力〉です。ど
んよりした天気は、重苦しい雰囲気を表現しています。また、作品では直接語られず、他の作品と読み合わせてみるとわかることですが この時期、
〈町〉は戒厳令下にあり、夜間外出禁止令が敷かれているのです。
短
編
で
は
隠
さ
れ
て
い
ま
す
が、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
十
九
世
紀
か
ら
内
戦
が
続
き、
この時期は保守派が実権を握っていました。対抗する自由派は弾圧されているという状況です。その め、弾圧されて る自由派に属する歯医者は、保守派の政府から送 てきた町長と対決せざ をえない しも町長 歯医者 「同志二十人」の命を奪っているのです。それ
がわ
かってくると、 話は歴史の重みが加わってきます。そしてこの小説が実は個人のレベルを超えた、武器を使わない復讐譚になっ とに気 つくのです。　
しかも、自由派が不遇な
目に遭っていることは、診療室の描写からも想像できます。天井板がなく、柱が剥き出しに見えている。蜘蛛の巣が張っていて、使っている器具も古い。貧しさが浮き彫りになります 天気も青い空ではなく、どんよりした空模様が続いている。そう描くことで、いつ暴力事件が起こるかわからない不穏な雰囲 を醸し出しても る。そしてその背景には、内戦という状況があるのです。
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そ
の
中
で
二
人
は
対
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す。
歯
医
者
は
麻
酔
を
使
わ
ず
に
知おやしらず
歯を抜きます。町長はマッチョらしく必死に堪えますが、さすがに痛
みのために涙が溢れたのでしょう。歯医者が彼に涙を拭くための布を渡します。したがって、ここでは歯医者が一本とったと見ることができそうです。　
このような書き方の〈暗示力〉は、エピソードの日常性を突き破るこ
とになります。アルゼンチン出身の作家フリオ
・
コルタサルはキューバ
で
行
な
っ
た
講
義
で、
短
編
に
つ
い
て、
必
要
な
の
は「
凝
縮
性
」
と「
緊
張
感
」
だ
と
言
っ
て
い
ま
す。
「
つ
い
に
そ
の
日
が
」
は、
緊
張
感
の
原
因
を
明
ら
か
に
せ
ず、
そ
れ
を匂わ
せ
る
だ
け
で終わ
り
ま
す
が、
余計な
も
の
を一切削ぎ落と
し、
電文体を巧みに用いて、その「凝縮性」と「緊張感」を作品にもたらしているのです。現実の詩的置き換え　「つ
い
に
そ
の日が」
は、
ガ
ル
シ
ア＝マ
ル
ケ
ス
の創作活動の初期で
あ
る一
九六〇年代の作品ですが、その後彼は、大きく異なる文体を用いる
よう
に
な
り
ま
す。
『マ
マ
・
グ
ラ
ン
デ
の葬儀』
の最後に置か
れ
た表題作で用い
ら
れる、バロック的とも言われる饒舌な です。　
短編集『純真なエレンディラと邪悪な祖母の信じがたくも痛ましい物
語』
の、
表題作を始め
と
す
る作品に
は
こ
の文体が使わ
れ、
さ
ら
に長編
『族
長の秋 では、それが切れ目なく続きま 。この作品についてガルシア＝マルケスは、いわゆるリアリズムに対して「現実 詩的置き換え」であると言っています。途方もないエピソードが引っ切り しに語られるのですが、そこでは噂も 誇張された表現も一緒くたになっていて、解きほぐすの 困難なため 事実や真実が見えに い。しかし 今 世界はフェイクニュースやポ ト
・
トゥルースに溢れていて、まるで『族長
の秋』の混沌とした世界のようで
　
それはともかく、最後に紹介する作品は『十二の遍歴の物語』所収の
『光は水に似る』で、少年二人を主人公にしています。　
カ
リ
ブ
地
域
出
身
の
一
家
は
、
今
は
マ
ド
リ
ー
ド
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
て、
子供たちはクリスマスプレゼントに船が欲しいと言い出します。それに対し、父親が、学校の成績が良ければ買ってやると約束します。 ると兄弟は優秀賞を獲ってしまい、船を買ってもらいます。そしてそれを部屋に浮かべるのですが、何に浮かべるのかというと、なん 光の海の上なのです。そもそも父親 光は水のようなものだと言ったこ から生じた現象 の言葉が魔術的呪文となって引き起こした奇跡 言えるかもしれません。　
電球を割ると、光が流れ出します。その流 出した光が部屋から溢れ
出し、窓から滝のよう 流れ落ちていく。映画 でもしたい詩的な情景で
す。
ＣＧ
を使え
ば表現で
き
る
で
しょう
か。
『マ
マ
・
グ
ラ
ン
デ
の葬儀』
に
このような情景はありませんでした。これは別の短編集『純真なエレディラと邪悪 祖母の信じがたくも痛ましい物語』所収の短編に見られるお伽話的なファンタジーを、カリブか
ら都会に移し替えたと見ること
も可能でしょう。　
作中、
「詩」
や
「詩情」
と
い
う言葉が出て
き
ま
す
が、
読者に
は幻想と思
えるようなことを、彼自身は先に引用した「 実の詩的な置き換え」であるという言い方を ています。ジャーナリスト出身 ガルシア＝マルケスは、初期には現実 現実として小説作品を書きました。そ は社会的動乱期にあって、社会参加が要請されたからだと彼は言っています。　
その後、詩的な文体を積極的に用いることで暗示力が生まれ 表現に
複数の意味を持たせることができるように ります。初期の文体から変化ですが、十年ほどの間にこれほど大きく文体が変わる例は、あ りないよう 。暗喩に満ちた文章 、長々と た説明は伴 ないのが普通です。そのため、とき は誤読されることもあります で が、それは単に事実を事実として伝える文章ではないからです。　
ガルシア＝マルケスほど、ひとつひとつの言葉の選び方にこだわる小
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説
家
は
そ
う
は
い
ま
せ
ん。
彼
は
ボ
ル
ヘ
ス
に
つ
い
て、
政
治
的
に
は
嫌
い
だ
が、
言
葉
の
使
い
方
に
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
と
言
っ
て
い
ま
す。
ご
存
知
の
よ
う
に、
ボルヘスは短編作家である前に詩人です。ガルシア＝マルケスが共鳴するのは、ボルヘスの文章の詩的なところ しょう。それはガ シア＝マルケスに詩心があるからに他ならない 思います。彼はこう言っています。
「私は詩を書か
な
い。
け
れ
ど
も自分が書く
こ
と
の
す
べ
て
に詩的な解決
を与え
よ
う
と
し
て
い
る。
」
こ
れ
は短編ば
か
り
で
な
く長編に
も通じ
る、
彼の
創作の原理と言えるでしょう。
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